
中　央　区 花　見　川　区

特　色

・中央区の将来像について、施策の展開にあたって念頭に置くべきものとして、将来像を実現するための３つの視点を設定
・市内でも特に高い犯罪発生率を背景とした、防犯対策の推進
・県都・千葉市の顔として、中心市街地の賑わいの創出
・区民が主体となったまちづくりの推進

・花見川の河川空間と多く残された農地や自然緑地を活かしたまちづくり
・さまざまな主体の連携によるにぎわいと笑顔のあるまちづくり

現状と
課題

１　魅力ある資源（１－４ページ）
　・魅力ある市街地の形成、中心市街地の活性化
　・中央港地区のウォーターフロントとしての特性を活かした賑わいや憩いの場の創出

２　少子超高齢化（１－４ページ）
　・居住環境や学校などの公共施設の適正配置、地域コミュニティづくり等の問題
　・元気な高齢者が地域活動に参画するための環境づくり、若い世代がこどもを安心して産み育てられるまちづくり

３　人びとの賑わい（１－５ページ）
　・本市の業務・商業の中心地として、地域特性に配慮した賑わいあるまちづくり
　・鉄道の利便性の維持・向上に努めるほか、都市モノレールの利用促進、民間バス路線の維持

４　暮らしの環境・コミュニティ（１－５ページ）
　・地域防犯活動などの活性化、安全で安心できる住みやすい環境づくり
　・地域コミュニティの活性化、区民が自主的に地域のことを考え、課題解決に取り組む意識の高揚

５　観光・文化・スポーツ（１－６ページ）
　・プロスポーツチームの積極的なＰＲ、区民とジェフユナイテッド市原・千葉が連携したスポーツを核としたまちづくり
　・公共施設間の有機的な連携

１　人口と世帯（２－４ページ）
　・人口は減少傾向、ベッドタウンの性格が顕著
２　土地利用（２－４ページ）
　・大規模な住宅団地、市街化調整区域の大部分は農地、山林、古くからの集落
３　自然環境・文化～魅力ある地域資源の活用（２－４ページ）
　・緑の空間の魅力を回復、郷土文化を大切にする
４　こども・高齢者～少子超高齢化への対応（２－５ページ）
　・保育所の待機児童の解消、地域ぐるみで子育てを支援する仕組みづくり
　・元気な高齢者が地域で活躍できる仕組みづくり
５　生活環境・地域交通～安全・安心で人にやさしいまちづくり（２－６ページ）
　・自主防災組織の組織率向上、荒廃した山林等への対策
　・暮らしに密着した交通利便性の確保とバリアフリー化
６　交流・コミュニティ～地域コミュニティの活性化（２－６ページ）
　・町内自治会やボランティアなどによる活動の輪をさらに広げていく
　・外国人市民との相互理解
７　産業～地域のにぎわいづくり（２－７ページ）
　・遊休農地の活用
　・高齢者が気軽に買い物をできる環境づくり

区の
将来像

都心の賑わいと人びとの優しさを感じるまち　中央区（１－７ページ）
【将来像を実現するための３つの視点】
（１）こころが通う暮らしやすいまちづくり　（２）人びとが楽しく集うまちづくり　（３）区民が主役のまちづくり

みんなの力で　川と緑と笑顔が輝くまち　花見川区（２－８ページ）

千葉市新基本計画区基本計画（原案）の概要〔中央区、花見川区〕

施策の
展開

１　安全・安心な中央区をつくる（１－８ページ）
（１）防犯対策の推進
　　・地域の防犯ネットワークの充実、主体的な防犯活動への支援、防犯設備の充実
（２）防災対策の推進
　　・地域の防災力を高め、地域でともに助けあう体制の充実

２　支えあいによる住みやすい中央区をつくる（１－９ページ）
（１）ふれあい・支えあい・安心のまちの構築
　　・健康づくりや子育て支援、高齢者の支援などに関する情報提供
（２）高齢者がいきいきと生活できるまちづくりの推進
（３）安心してこどもを産み、育てられる環境の整備

３　千葉の顔としての魅力ある中央区をつくる（１－１０ページ）
（１）魅力的な資源の再発見と活用
　　・水辺を活かした憩いの場づくり、地域資源の再発見、ＰＲ
　　・自主的な美化活動や公園管理などの活動の支援、街路などの緑化の推進
（２）区民文化の創造
（３）スポーツによる魅力づくり

　　　手とふれあえる機会づくり

４　活力と賑わいに満ちた中央区をつくる（１－１１ページ）
（１）産業活性化への支援
　　・千葉市ビジネス支援センターのインキュベート施設の活用などによる起業者の誘致・育成の推進
（２）中心市街地などの活性化
　　・こどもや高齢者、障害者にやさしいまちづくり
　　・回遊性の向上のため、千葉駅を中心とした商業地区と地元商店街との均衡ある発展に向けた取組みの支援
　　・蘇我駅周辺の利便性の向上、蘇我臨海部の商業機能やスポーツ・レクリエーション機能などの充実・強化
（３）海辺を活かした賑わいの場づくり
　　・千葉みなと駅前港湾緑地とふ頭の整備の促進

５　みんなの力で中央区をつくる（１－１２ページ）
（１）区民意識の高揚と地域コミュニティの活性化
（２）まちづくりへの区民参加の推進
（３）協働拠点としての区役所の機能強化
　　・情報拠点としての機能を強化
　　・区民による主体的な活動を支えるネットワーク機能・コーディネイト機能の充実

１　豊かな自然と文化が花ひらくまち（２－９ページ）
（１）恵まれた自然環境の整備・保全
　　・花見川や勝田川とその周囲に広がる恵まれた自然空間の整備・保全
（２）地域に残る伝統行事の振興
　　・地域の祭りや行事などへの参加と伝統文化への関心を促進
　　・伝統行事の継承と情報発信への取組み
（３）地域の文化資産の保全と活用
　　・文化財への愛着を深め、地域特性を活かした文化の薫るまちづくり

２　こどもや高齢者の笑顔が花ひらくまち（２－１０ページ）
（１）子育てしやすい環境づくり
　　・地域全体の支援による、安心して暮らせるまちづくり
　　・次代を担うこどもの「生きる力」、「豊かな心」を育む
（２）高齢者の心豊かな暮らしづくり
　　・集約型市街地の形成により、区民がともに支えあい暮らし続けられるようなまちづくり
（３）健康づくりの支援
　　・地域全体で健康づくりに取り組む

３　安全と安心が花ひらくまち（２－１１ページ）
（１）地域ぐるみの防災・防犯活動の充実
　　・自主防災組織の充実や地域防犯体制の強化を図る
（２）バリアフリー化の推進
（３）暮らしに密着した公共交通網の充実
　
４　心と心のつながりで花ひらくまち（２－１２ページ）
（１）地域活動の活性化と協働の推進

（２）思いやりのあるコミュニティづくり
　　・地域全体で支えあうまちづくり
　　・多様な文化を認め合い、相互理解を促進しながら、ともに支えあうまちづくり

５　にぎわいと元気で花ひらくまち（２－１３ページ）
（１）地域産業のブランド力の向上
　　・様々な主体の活動や連携を支援することにより、付加価値の高い産業づくりに取り組み、ブランド力の向上を図る
（２）地域の特性を活かした農業の活性化
　　・既存施設や遊休農地の活用により、身近な農業体験の場を提供
　　・次世代の生産者や担い手の組織づくりや様々な活動を支援
（３）地域の商業活動の活性化
　　・地域リーダーの育成やコミュニティビジネスの創出支援など、経済活動の活性化と地域のにぎわいの創出
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稲　毛　区 若　葉　区

特　色

・文教のまちの特性を活かし、若者が積極的にかかわれるまちづくり
・地域の伝統を守りながら、留学生などとの多文化交流を促進する
・公園など身近な緑を保全・活用し、都市と自然との共存を図る
・５つの施策展開それぞれにキーワードを付け、理解しやすいものとした
・重点的に取り組むべき項目を絞り込んで記載

・４つの施策の柱の１番目に、今後の区のまちづくりの基本方針として、区民一人ひとりがまちづくりを担っていくという
　方向性を位置づけた
・６区で最も進展する高齢化を前向きに捉え、元気な高齢者の活用を１番目の施策の柱である「区民一人ひとりが担うまち
　づくり」の中に位置付けた
・自然環境や歴史・文化、農業・農村など、これまで十分に活かされていなかった若葉区ならではの地域資源の魅力を積極
　的に活用する

現状と
課題

１　少子超高齢社会に対応できる暮らしづくり（３－４ページ）
　・人口減少、少子超高齢化
　・高齢者が健康を保持しながら、地域社会の一員としてさまざまな活動に参加し生きがいを持って暮らせる仕組み
　　づくり、各世代を通じたボランティアの育成と活動の支援
　・地域で支えあう子育ての仕組みづくり、次代を担うこどもたちを健全に育てるための取組み
　・公共交通の確保、バリアフリーの推進

２　人のつながりを大切にするコミュニティづくり（３－４ページ）
　・自治会加入率の低下による住民同士のつながりの希薄化
　・多様な世代の自助・共助のもとで地域住民同士が協力して支えあう仕組みづくり

３　地域の資源を活かした稲毛区らしいまちづくり（３－５ページ）
（１）「文教のまち」の特性を活かした交流と連携
　　・学校などと連携した活気あるまちづくり
（２）都市のなかの自然の保全と緑の拡大
　　・都市と自然との共存を図り、市街地の緑を拡大する
（３）祭り・イベントなどによる区民の交流と連携
　　・地域資源を活かし、若い世代や高齢者がまちづくりに積極的に参加できる機会・場を創出する

１　人口・世帯（４－４ページ）
　・６区の中で最も進展する高齢化への対応が課題となっている
２　生活基盤（４－４ページ）
　・本区の交通ネットワークは、東部地域にコミュニティバスも運行されているが、更なる利便性の向上が求められている
３　産業（４－４ページ）
　・農業・農村の魅力が区民・市民に十分に認識されていない
　・商業の衰退は、高齢化の進展に伴い買い物など市民生活に影響がある
４　安全・安心（４－５ページ）
　・安全・安心のまちづくりに向け、地域の主体的な取組みを強化する必要がある
　・災害時の支えあいの体制を多様な世代の参加により築く必要がある
５　健康福祉（４－５ページ）
　・家族や身近な地域における交流や、支えあいが弱くなっている
　・６区の中で最も進展する少子化に対する対応が求められている
６　自然環境（４－６ページ）
　・自然環境の保全と、区民が自然とふれあう場を充実させる必要がある
　・自然環境を魅力として高め、積極的に情報発信する必要がある
７　地域資源（４－６ページ）
　・魅力的な地域資源を積極的に情報発信し、有効活用する必要がある
８　地域コミュニティ（４－６ページ）
　・区役所のコーディネイト機能を充実させることが求められている
　・元気な高齢者を地域で活かす仕組みづくりが求められている

区の
将来像

思いやりと笑顔があふれ　人・地域・文化が交流する　文教のまち　稲毛区（３－７ページ） 豊かな自然環境と地域資源を活かし  魅力と活力と誇りのあるまち　若葉区（４－７ページ）

１　人にやさしく 誰もが安心して暮らせる 安全なまちづくり＜安全・安心＞（３－９ページ）
（１）地域ぐるみで安全・安心なまちづくりを進める
　　・防火・防災意識の高揚と体制づくり、災害時の近隣住民の助け合い、地域防犯力の強化、交通事故減少の取組みの
      推進、安心な歩行空間の確保　等
（２）安全で利便性の高い交通基盤の充実を図る
　　・公共交通機関の利便性の向上、バス交通など生活の足の確保、バリアフリー化の推進 等

２　豊かな心がかよい　世代を超えて支えあう　福祉のまちづくり＜福祉＞（３－１０ページ）
（１）安心して住み続けるための地域福祉活動を推進する
　　・多様な世代のボランティア活動への参加を促進し地域内での支えあい活動を推進、地域での子育て支援活動の推進
（２）生きがいを持ち、自立した生活が送れるまちづくりを推進する
　　・高齢者や障害者が地域社会で活動できる場や機会の創出　等
（３）心身ともに元気に暮らせるための健康づくりと医療体制の充実を図る
　　・健康づくりの推進、必要な医療を受けられる体制づくり

３　自然や環境にやさしく 緑あふれるうるおいのある　住みよいまちづくり＜環境＞（３－１１ページ）
（１）大切な自然環境を活用しながら保全する
　　・貴重な緑を区民との連携によって守り、活用する　等
（２）都市の緑化を進める
　　・公共用地、事業所や住宅の緑化の推進、建物の壁面緑化や屋上緑化の促進
（３）まちの美化活動やリサイクル活動を進める
　　・不法投棄へのパトロールの強化、ポイ捨て防止、ごみ分別・排出ルールの徹底　等

４　地域の暮らしに根ざした　活力ある産業をはぐくむまちづくり＜産業＞（３－１２ページ）
（１）商店街の再生と活性化を図る
　　・一商店街一ブランド、地域住民の生活ニーズにこたえられる商店街づくり　等
（２）新たな産業を生み出す仕組みづくりを推進する
　　・学校・研究所・地元企業との連携による新産業の創出、学生起業家の育成、コミュニティビジネスの育成
（３）地域と企業がともに歩む環境づくりを進める
　　・地域行事や住民活動への地元企業の支援　等

５　伝統・文化などの地域資源を大事にし　人・地域・学校が活発に交流する　ともに輝くまちづくり＜文化・教育＞
　　（３－１３ページ）
（１）地域ではぐくんだ伝統を守るとともに、新たな文化の創造を図る
　　・地域資源を活用した楽しく歩けるまちづくり、学生など若者と地域の交流、留学生などとの多文化交流の促進　等
（２）学校が持つ知的・人的資源を活用し、地域とともに成長を図る
　　・こどもから大人まですべての区民が学習するまちづくり、学校や研究所の知識・ノウハウが地域内に循環する
　　　まちづくり、学生のボランティア活動を通じた地元意識の醸成

１　区民一人ひとりが担うまちづくり（４－８ページ）
（１）多様な主体の連携強化
　　・まちづくりに対する意識の向上、自治会などの団体への支援と連携、多様な世代の参画、区役所機能の強化
（２）元気な高齢者が活躍できる環境づくり
　　・高齢者の知識・経験を活用

２  ともに支えあい、ともに育むまちづくり（４－１０ページ）
（１）地域福祉の環境づくり
　　・高齢者・障害者等の支援体制の充実、地域福祉の充実
（２）こどもを産み、育てやすい環境づくり
　　・子育て支援の充実、子育て家庭にやさしい環境の充実、地域でこどもを育てる体制づくり
（３）健康に暮らせる環境づくり
　　・健康づくりの推進、介護予防の充実

３  安心して便利に暮らせるまちづくり（４－１２ページ）
（１）地域の防災・防犯機能の向上
　　・地域の主体的な活動の促進、防災・防犯意識の向上、災害時の体制づくり
（２）暮らしの基盤の維持・充実
　　・公共交通の利便性の維持・向上、生活基盤の充実
（３）地域経済の活性化
　　・地域に密着した産業等の活性化、大学との連携

４  愛着と誇りを持てるまちづくり（４－１４ページ）
（１）豊かな自然環境の活用
　　・協働による自然環境の保全・活用、自然環境の魅力向上と情報発信
（２）地域資源の魅力向上と活用
　　・歴史的資源の活用、文化やスポーツ・レクリエーションなどのさまざまな地域資源の活用、魅力向上による活力
　　　の創出
（３）農業・農村を地域資源として活用
　　・都市と農村との交流の促進、地産地消の推進、農業・農村の魅力向上

千葉市新基本計画区基本計画（原案）の概要〔稲毛区、若葉区〕

施策の
展開
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緑　区 美　浜　区

特　色

・人口構成が若いという魅力を活かすため、子育て世代に着目した施策展開を充実
・豊かで恵まれた自然を活かす
・里山・谷津田など自然環境に恵まれた地域（土気、誉田、椎名）と大規模住宅地（おゆみ野、あすみが丘）など大きく特性
　の異なる地域が区の中に共存していることから、地域特性に配慮したまちづくりを行う

・貴重な資源である海辺などを活かしたまちづくり
・豊富な経験や知識を持った元気な高齢者などが、地域で活躍できる仕組みづくり
・企業や大学、外国人市民など多様な主体がまちづくりに参加し、相互に理解を深め、お互いに支えあえる仕組みづくり
・まちづくりの将来像の実現に向けた施策展開に加え、区の個性を高める２つの取組みを掲げている

現状と
課題

１　地域コミュニティの充実・再生（５－４ページ）
　・区外からの転入者が多く、地域のつながりを持ちにくい状況
　・子育て世代が多いことや元気な高齢者が多いなどの魅力を活かし切れていない

２　緑を活かしたまちづくり（５－４ページ）
　・豊かで恵まれた自然という魅力を十分に活かし切れていない

３　子育てをしやすい環境の整備（５－５ページ）
　・「住み続けたい」と感じてもらえるまちづくりを推進するため、子育てのしやすい環境を整備する必要がある

４　こども・高齢者・障害者にやさしいまちづくり（５－５ページ）
　・こども・高齢者・障害者との交流が十分ではないため、これを促進し、相互理解を深める必要がある

５　交通問題への対応（５－６ページ）
　・高齢者等の交通難民が、気軽に出かけられない状況である

６　地域特性を活かしたまちづくり（５－６ページ）
　・大きく特性の異なる地域が区の中に共存しており、一律の課題認識にたった施策を展開することが困難である

１　魅力ある資源の有効活用（６－４ページ）
（１）資源を活かした魅力づくり
　　・貴重な財産である海辺や既存施設などの有効活用や、その魅力の周知が求められる
　　・千葉ロッテマリーンズなどと区民がより一層交流を深め、プロスポーツのホームタウンとして、まちぐるみで盛り
　　　上げることが望まれる
（２）企業や大学との連携によるまちづくりの展開

２　未来を展望した取組み（６－５ページ）
（１）子育て世代への支援
（２）未来に向けたにぎわい創出力の維持・向上
　　・幕張新都心のにぎわいを維持・向上するため、企業と地域がつながりを深め、ともにまちを育てていくことが望ま
　　　れる

３　超高齢社会への対応（６－５ページ）
（１）急速に進む超高齢化への対応
（２）集合住宅に住む高齢者等への対応

４　身近な地域でのつながりと支えあい（６－６ページ）
（１）地域コミュニティの充実・再生
（２）多文化の共生
　　・多文化共生の観点から、外国人市民と地域社会が日常的につながりを持ち、ともに地域活動の担い手となる取組み
　　　が求められている
（３）身近な拠点機能の活用・強化
　　・学校の統合による跡施設の有効活用が望まれる
　　・きめ細かな対応が可能となるような、区役所のあり方が求められる

区の
将来像

豊かな自然と地域の特性を活かし　みんなが助け合い　住み続けたいまち　緑区（５－７ページ） 美しい浜辺と様々な交流のある　みんなで創るにぎわいと活力のあふれるまち 美浜区（６－７ページ）
 ～住んでみたいまち、ずっと住みたいまちを目指して～

千葉市新基本計画区基本計画（原案）の概要〔緑区、美浜区〕

施策の
展開

１  世代を超え、人々が交流し、助けあうまちづくり（５－９ページ）
（１）自治会をはじめとした住民同士の交流の促進
（２）こどもと高齢者・障害者との交流の促進
（３）地域で高齢者がいきいきと活躍できる機会の充実
（４）コミュニティ活動の場づくりの促進
　　・地域住民同士が気軽に集まり、コミュニティ活動を行える場所を確保する取組みを推進
　　・その方法について情報提供や事例紹介を行う。また、既存施設の活用について、区民との協働による取組み

２  緑を活かしたまちづくり（５－１０ページ）
（１）地域の自然や公園等の魅力の発信
　　・地域の自然や公園などの魅力を区内外に発信し、身近な地域への愛着や自然共生社会への関心を育むとともに、
　　　交流人口の増加を図る
（２）区民とともに推進する公園・里山の活用

３  子育てのしやすいまちづくり（５－１１ページ）
（１）子育て世代が参加しやすい地域コミュニティづくりの推進
（２）世代間交流による子育て支援
（３）働きながら子育てができる環境づくり
　　・保育所の待機児童の解消に努める
　　・こどもの居場所づくりと地域全体で子育てを支える環境づくり
（４）子育て支援制度の利用促進

４  暮らしやすく、住み続けたいまちづくり（５－１２ページ）
（１）身近な支えあいの仕組みづくり
（２）地域ぐるみの防災・防犯活動の充実
（３）地域の伝統と文化の継承
　　・区の歴史や伝統文化について、区民とともに掘り起こし
（４）地域と共に考える交通対策
　　・地域交通の利便性向上のため、バスルートの見直しなど、地域、事業者とともに取組みを推進
（５）こどもの参画の推進

５  地域の特性を活かしたまちづくり（５－１３ページ）
（１）地域ごとの魅力と特性の活用
　　・地域ごとの魅力を活用するとともに、地域の課題を把握したうえで、それぞれの施策を実施

１  海辺を活かしたにぎわいのあるまちづくり（６－９ページ）
　　本区の貴重な資源である海や幕張新都心などを活かして、地域のにぎわいを創出
（１）海辺の環境保全　（２）海辺の魅力の発信　（３）集客による活性化　（４）海辺の新たな魅力づくり

２　魅力ある住み心地のよいまちづくり（６－１０ページ）
　　今住んでいない人が移り住みたい、また、今住んでいる人がずっと住み続けたいと思えるような、魅力ある住環境
　　を整える
（１）魅力的な都市イメージの創出　（２）子育て環境の整備　（３）こどもの参画推進
（４）整備された街並みの魅力の発信

３　誰もがいきいきと安全安心に暮らせるまちづくり（６－１１ページ）
　　こどもから高齢者まで、誰もが健康に、楽しく、安全で安心して暮らせるよう、地域における人と人とのつながり
　　を広げ、深める
（１）高齢者の地域活動への参加促進　（２）生きがいづくりの推進　（３）健康づくり活動支援
（４）ニーズに即した支援の提供　（５）地域活動による防犯・防災機能の強化

４　世代や組織を超えた交流の盛んなまちづくり（６－１２ページ）
　　様々な交流が活発に行われ、多様な主体が参加して、相互に理解を深め、互いに支え合える仕組みづくりを進める
（１）多世代交流の活性化　（２）外国人市民の地域への積極的な参加促進　（３）地域と企業・大学との連携
（４）多様な人材の育成　（５）区役所機能の強化

美浜区の個性を高める２つの取組み（６－１３ページ）
１　団地の再生（６－１３ページ）
　　本区に数多く立地する中高層の住宅地域における、コミュニティの再生などに向けた仕組みづくりを進める
（１）日常生活支援の促進　（２）子育てを応援する団地づくり　（３）外国人市民と共生する地域づくりの推進
（４）団地再生活動の促進

２　幕張新都心の魅力の向上と活用（６－１３ページ）
　　幕張新都心の魅力を再認識し、さらなる有効活用を目指す
（１）国際性豊かな魅力の維持・向上　（２）千葉ロッテマリーンズとの連携　（３）幕張新都心の魅力の発信
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